
令和３年度事業報告

我が国経済は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響のもと、年明け以降のオ

ミクロン株の急激な拡大やウクライナ情勢に伴う資源価格の更なる上昇による供給

面による下振れリスクや金融資本市場の変動等の影響が注視される状況にある。

国は、「肥料取締法の一部を改正する法律」（令和元年法律第 62号）に基づき、産

業副産物等の肥料原料を管理する制度を導入とともに、肥料の配合に関する規制を

見直すほか、肥料の表示基準の整備等の措置を講じている。

バーク堆肥生産量は、公共事業の縮減等に伴う緑化資材、農業・園芸用肥料など

全般にわたって減退し減少傾向にあったものの近年はやや持ち直している。

なお、バーク堆肥製造業は東日本大震災に起因する原発事故による放射性物質汚

染が樹皮にも及び、風評被害なども相まって厳しい状況で推移している。

このようなバーク堆肥生産販売を取り巻く状況のなかで以下の事業に取り組んだ。

１ 東日本大震災対応

未曾有の被害をもたらした「東日本大震災」から本年3月で10年を経過したもの

の復興対策は東京電力福島原子力発電所の被害対策も相俟って依然大きな課題と

なっている。

このようなかでバーク堆肥生産・販売に当たって放射性物質基準値の徹底とと

もに汚染樹皮の拡散防止に努めた。

２ 品質管理の向上

近年、公共事業の減少等から需要が減少していた一方、農業経営では地力改善

において有機質肥料の必要性が高まっている状況の下でバーク堆肥など特殊肥料

に対する品質管理の適正化が強く求められている。

有機質肥料であるバーク堆肥は、品質管理を徹底し、安定した製品として需要

者に信頼されることが重要であり、当工業会は研修会や会員相互の連携や研鑽等

を通じて品質管理の徹底と向上に取り組んだ。

加えて、有機質肥料の原料となるバークや木質系廃棄材の受取時の厳選、バー

ク堆肥の製造過程における品質管理の徹底にも努めた。

３ 需要拡大の推進

バーク堆肥は、土づくりとしての土壌改良資材、建設工事等の緑化資材や基盤

材及び園芸用資材として、それぞれの業界や植物愛好者に利用されている。

当工業会は、バーク堆肥の需要拡大について、農林水産省など関係行政当局に



対してバーク堆肥生産の現状と課題等を説明し、指導を仰いできた。

また、近年多発している山地災害等の復旧事業にバーク堆肥の積極的活用が

図られるよう、国に対して災害復旧事業等へのバーク堆肥の積極的活用の要請

を引き続き行った。

このほか、建設関係や農業関係団体と連携してバーク堆肥の普及を図るととも

に建設物価資材、積算資料及び土壌協会広報誌等にバーク堆肥に関する資料を広

告掲載した。

なお、行政当局、関係業者からの要請や問い合わせに対しても適切に対応し、

バーク堆肥の普及と需要拡大に努めた。

４ 関係団体等との連携

農林行政当局の指導・助言を受けるとともに、「全国土壌改良資材協議会」、「全

国食品・畜産有機資源リサイクル協会」、「NPO法人日本バーク堆肥協会」、「東京肥

料品質保全協議会」等関連団体とともに、バーク堆肥の普及と需要拡大に努めた。

また、バーク堆肥と複合した新商品の開発、廃棄物の利用について、「全国食品・

畜産有機資源リサイクル協会」等関係団体との連携に努めた。

なお、「（一財）建設物価調査会」のバーク堆肥販売価格の調査等にも協力を行っ

た。

５ 林業・木材産業労働安全保対策

林材業ゼロ災推進中央協議会の林業部会及び木材・木製品部会の委員として活

動し、本年度も労働災害の防止対策の実施に関係団体と協力して取り組んだ。

６ 会員の異動状況

本年度は加入、退会ともなく、3月31日現在、13社となっている。

７ 情報の収集・提供

(1) 肥料等に関する情報

(2) 合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律(ｸﾘｰﾝｳｯﾄﾞ法)等に関する

情報

(3）労働安全衛生に関する情報

(4) 国の予算等行政情報

(5) 自然災害発生情報、復旧事業情報の調査・収集・提供



(6) 感染症対策情報 等

８ 総会、秋期合同現地研修会

(1) 第45回通常総会（書面会議）

ア 日時 令和3年6月28日（月）

イ 議題

第1号議案 令和２年度事業報告及び収支決算について

第2号議案 令和３年度事業計画及び収支予算について

第3号議案 令和３年度会費の賦課及び納入方法について

（2） 秋期合同現地研修会

COVID-19の拡がりを受け中止。

９ 行事等

月 日 事 項

14 国産材の安定供給体制の構築に向けた中央需給情報連絡協議会臨時情報交換会(林野庁会議室）
4

19 全国木材チップ工業連合会令和2年度会計監査(連合会事務室)

12 (一社)全国木材組合連合会令和3年度通常総会(書面会議)

19 業務打合せ(全チ連会員企業、FIT認定、当連合会事務室)

5 25 全国木材チップ工業連合会第1回理事会・第65回通常総会

(少人数による開催、連合会事務室)

25 全国木材チップ工業連合会第2回理事会(書面開催)

27 全国バーク堆肥工業会令和2年度会計監査(当工業会事務室)

31 全国土壌改良資材協議会通常総会（書面会議）

8 (一社)日本木質バイオマスエネルギー協会勉強会(WEB開催)

14 FIT業務打合せ(全チ連会員企業、連合会事務室)

16 (一社)林業機械化協会令和3年度総会(協会事務室）

6
21 FIT業務打合せ(全チ連会員企業、連合会事務室)

23 林業団体懇談会(森林･林業白書説明等、三会堂ビル会議室)

28 全国バーク堆肥工業会第44回通常総会(書面会議)

〃 (独法)勤労者退職金共済機構第45回運営委員会「林業退職金共済事業関係」(WEB開催・書面会議併用)

30 伐採・搬出ガイドライン、CRL認証全国協議会設立準備会(日本教育会館会議室)

7 FIT認定事業打合せ((地独)北海道立総合研究機構林産試験場研究員、連合会事務室)

7 12 FIT業務打合せ(全チ連会員企業、連合会事務室)

〃 (一財)日本木材総合情報センター講演会「第３次ウッドショック」はなぜ起きたのか？等」(WEB開催)



26 FIT業務打合せ(会員企業、連合会事務室)

8 4 (一社)日本木質バイオマスエネルギー協会勉強会(WEB開催)

10 第1回国産材の安定供給体制の構築に向けた中央需給情報連絡協議会(林野庁会議室)

14 林業団体懇談会(令和4年概算要求予算、WEB開催)
9
22 FIT業務打合せ(全チ連会員企業、連合会事務室)

30 木質バイオマスFIT認定事業者立入検査(都内)

5 FIT業務打合せ((一社)日本木質バイオマスエネルギー協会、協会事務局)

8 木材利用促進法施行記念講演会(有楽町朝日ホール・WEB開催)

10
14 FIT業務打合せ（(一社)日本木質バイオマスエネルギー協会、事務室）

19
林地残材を発電利用として利用する場合の温室効果ガス排出量調査(鹿児島・熊本県)

21

28 全国木材チップ工業連合会第3回理事会(書面開催）

2 第2回合法伐採木材利用促進全国協議会(日比谷国際ビル6F会議室）

6 伐採、搬出、再造林ガイドライン連絡会議題2回発起人会議

11 (対面･WEB開催併用、島根県松江市ラビウエディングパレス会議室）

6 循環型林業推進全国大会(島根県松江市ラビウエディングパレス会議室）

16

17
林地残材を発電利用として利用する場合の温室効果ガス排出量調査(岐阜県)

17 林野庁打合せ「勉強会「輸入燃料を扱う場合のFIT認定」」(林野庁会議室)

18 (一社)全国木材組合連合会臨時総会(木材会館)

26 NEDO木質バイオマス燃料(チップ、ペレット)の品質規格策定委託事業第1回専門委員会

((一社)日本木質バイオマスエネルギー協会、WEB開催)

12 7 (一社)日本木質バイオマスエネルギー協会勉強会(WEB開催)

6 勉強会（「輸入燃料を扱う場合のFIT認定」）講師打合せ(当連合会事務室)

1 14 林業団体懇談会(令和3年度補正予算・4年度予算等、三会堂ビル会議室・WEB開催併用)

18 (一社)日本木質バイオマスエネルギー協会勉強会(WEB開催)

28 第2回国産材の安定供給体制の構築に向けた中央需給情報連絡協議会(WEB開催)

3 第3回伐採搬出再造林ガイドライン連絡会議発起人会議(WEB開催)

4 勉強会（「輸入燃料を扱う場合のFIT認定」）講師等打合せ(連合会事務室)

1 0 令和3年度林業機械化推進シンポジウム(林野庁、(一社)林業機械化協会、WEB開催)

2 1 6 第13回「新たな木材利用事例発表会((一社)全国木材組合連合会・木材利用推進協議会、WEB開催）

17 林業・木材産業分野「林業・木材産業 作業安全推進ウェビナー」（WEB開催）

21 第4回伐採搬出再造林ガイドライン連絡会議発起人会議(WEB開催)

24 (一社)日本林業協会第9回定時総会(三会堂ビル会議室)

2 令和３年度低層建築物(住宅等)における効率的なサプライチェーンの構築支援事業成果報告会

((一財)日本木材情報総合センター、WEB開催)



4 NEDO木質バイオマス燃料(チップ、ペレット)の品質規格策定委託事業第2回専門委員会

((一社)日本木質バイオマスエネルギー協会、WEB開催)

７ 第2回合法伐採木材利用促進全国協議会（対面・WEB開催併用、日比谷国際ビルコンファレンス

スクエア８階

8 全国木材チップ工業連合会第4回理事会(書面開催)

3
11 「国産早生樹種の用材利用に向けた材質・加工特性の解明」成果報告会

（国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所、WEB開催）

16 (一社)全国木材組合連合会理事会(木材会館)

16 NEDO木質バイオマス(チップ、ペレット)品質規格策定委託事業第1回外部評価委員会

((一社)日本木質バイオマスエネルギー協会、WEB開催)

1 7 東京肥料品質保全協議会令和４年総会(板橋区立グリーンホール)

18 (独法)勤労者退職金共済機構第46回運営委員会「林業退職金共済事業関係」(WEB開催・書面会議併用)

24 クリーンウッド法は世界の動きをどう取り入れるか？ 違法伐採から森林減少防止へ～施行5年後

見直しを機に考える～ （2022.3.24）（WEB開催地球・人間環境フォーラム）

注；全国木材チップ工業連合会の行事等も掲載


